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身
近
な
公
共
交
通
ほ
ど
利
用
者
が
減
少

　
こ
こ
に
富
山
市
の
統
計
が
あ
る
。
平
成
元

年
か
ら
16
年
ま
で
の
15
年
間
で
、
公
共
交
通

の
利
用
率
が
ど
の
く
ら
い
減
少
し
た
か
を
ま

と
め
た
も
の
だ
。

公
共
交
通
の
衰
退
は
全
国
的
に
昭
和
40
年

を
前
後
し
て
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
15
年

間
で
、
Ｊ
Ｒ
が
17
％
減
、
民
鉄
が
44
％
減
、

路
面
電
車
が
43
％
減
と
な
っ
て
お
り
、
最
も

身
近
な
公
共
交
通
で
あ
る
路
線
バ
ス
に
至
っ

て
は
67
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
富
山
県
の
1
世
帯
当
た
り
の
乗
用

車
保
有
台
数
は
1
・
７
４
台
で
、
こ
れ
は
全

国
第
２
位
に
ラ
ン
ク
す
る
。
そ
れ
だ
け
自
動

車
依
存
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
だ
。
富
山
高

岡
広
域
都
市
圏
の
交
通
手
段
分
担
率
で
は
、

公
共
交
通
を
利
用
し
て
い
る
人
は
通
勤
目
的

で
４
・
６
％
、
全
目
的
で
は
さ
ら
に
少
な
く

４
・
２
％
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
「
公
共
交
通
離
れ
」

は
、
地
域
の
交
通
事
業
者
に
は
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
県
一
事
業
で
地
域
の
足
を
支
え
る
地
鉄

富
山
市
民
の
生
活
の
足
を
支
え
て
い
る
の

は
富
山
地
方
鉄
道
（
地
鉄
）
だ
。

昭
和
18
年
、
富
山
電
気
鉄
道
を
母
体
と

し
て
富
山
県
内
の
鉄
軌
道
交
通
事
業
者
が
合

併
、
発
足
し
た
地
鉄
は
、
一
県
一
事
業
を
実

現
し
た
唯
一
の
民
鉄
で
も
あ
る
。

富
山
市
と
３
市
２
町
１
村
を
沿
線
と
す
る

現
在
の
保
有
路
線
は
、
鉄
道
線
が
本
線
（
電

鉄
富
山

－

宇
奈
月
温
泉
）、
立
山
線
（
寺
田

－

立
山
）、不
二
越
線
（
稲
荷
町

－

南
富
山
）、

公共交通利用者の減少率

交通手段分担率
①全目的分担率（1999年）

②通勤目的分担率（1999年）
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（資料：富山高岡広域都市圏第3回PT調査）

（出典：富山市「富山市のコンパクトシティ戦略」）
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民鉄 44％減
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利用者の減少率
1989→2004（15年間）

（単位：
100人／日）

モータリゼーションの進展とともに深まる公共交通離れ。
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上
滝
線
（
南
富
山

－

岩
峅
寺
）
の
４
線
区

93
・
2
㎞
。
軌
道
線
は
、
南
富
山
駅
前
電
停

か
ら
中
心
市
街
地
を
経
由
し
、
大
学
前
電
停

に
至
る
６
・
４
㎞
を
持
っ
て
い
る
。

設
立
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
、
地
鉄
が
輸
送

人
員
の
減
少
で
や
む
な
く
廃
止
し
た
鉄
道
路

線
は
２
路
線
あ
る
（
譲
渡
は
除
く
）。
昭
和

50
年
に
廃
止
し
た
笹
津
線
と
、
昭
和
55
年
に

廃
止
し
た
射
水
線
だ
。
笹
津
線
は
、
昭
和
44

年
に
完
成
し
た
同
線
と
並
行
す
る
国
道
41
号

の
舗
装
拡
幅
改
良
工
事
が
利
用
客
の
減
少

に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
射
水
線
は
、

昭
和
41
年
、
富
山
新
港
の
建
設
で
同
線
が

分
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
富
山
新
港
か
ら

高
岡
側
の
路
線
の
一
部
を
廃
止
に
、
一
部
を

加
越
能
鉄
道
に
譲
渡
し
（
現
在
の
万
葉
線
）、

富
山
駅
か
ら
富
山
新
港
ま
で
を
運
行
し
て
い

た
が
、
利
用
客
の
減
少
が
止
ま
ら
ず
、
全
線

の
廃
止
が
決
ま
っ
た
。

一
方
、
軌
道
線
は
、
鉄
道
路
線
よ
り
も
も

う
少
し
早
く
、
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
縮
小

が
始
ま
っ
て
い
る
。
最
盛
期
に
は
11
㎞
の
路

線
を
有
し
、
環
状
運
転
も
行
っ
て
い
た
。
丸

の
内

－

西
町
間
、
地
鉄
ビ
ル
前

－

中
教
院
前

間
に
続
き
、
昭
和
59
年
に
西
町

－

不
二
越
駅

前
間
が
廃
止
に
な
り
、
現
在
の
6
・
４
㎞
の

路
線
と
な
っ
て
い
る
。

　公
共
交
通
活
性
化
は
ま
ち
づ
く
り

地
鉄
に
よ
る
と
、輸
送
人
員
数
の
ピ
ー
ク
は

昭
和
39
年
。以
降
、減
少
傾
向
は
続
き
、
平
成

19
年
に
は
鉄
道
線
が
ピ
ー
ク
時
の
14
・
5
％
、

軌
道
線
は
18
・
5
％
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

「
こ
の
20
年
間
に
限
っ
て
も
、
乗
客
数
は
半

減
し
て
い
る
。
１
年
に
３
％
の
減
少
で
も
、
こ

れ
が
20
年
続
け
ば
影
響
は
大
き
い
。
こ
こ
数
年

は
、
何
と
か
通
勤
客
は
、
対
前
年
比
１
０
３

〜
１
０
４
％
を
維
持
し
健
闘
し
て
い
る
」
と
辻

川
徹
取
締
役
営
業
部
長
は
説
明
す
る
。

少
子
化
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
響
い
て
い
る
。

「
学
生
も
当
社
の
大
事
な
お
客
さ
ま
だ
が
、

学
校
統
合
な
ど
で
沿
線
の
学
生
数
が
減
少
し

た
。
ま
た
、
交
通
の
利
用
の
仕
方
が
変
わ
っ

て
き
た
の
か
、
定
期
券
を
買
わ
な
い
学
生
も

多
い
」
と
言
う
。

厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
地
鉄
は
、
徹

底
し
た
合
理
化
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
、

１
０
０
㎞
近
い
鉄
軌
道
を
維
持
し
て
き
た
。

し
か
し
、
コ
ス
ト
削
減
だ
け
で
は
体
力
が
衰

え
て
い
く
の
を
防
ぎ
き
れ
な
い
。

富
山
市
が
進
め
る
「
公
共
交
通
を
軸
と
し

た
拠
点
集
中
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
」
構
想
を
念
頭
に
置
い
た
う
え
で
、
稲
田

祐
治
経
営
企
画
部
長
は
こ
れ
ま
で
を
振
り
返

り
、
こ
う
語
る
。

｢

公
共
交
通
は
赤
字
で
も
や
む
を
得
な
い

と
い
う
風
潮
が
あ
り
、
ま
た
行
政
か
ら
目
を

向
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
公
共
交
通
は
社
会
基
盤
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
高
齢
化
社
会
の
進
展
で
、
交
通
弱

者
を
ど
う
す
る
の
だ
と
い
う
議
論
が
始
ま
り
、

ま
た
最
近
で
は
環
境
保
護
と
い
う
観
点
か
ら

も
公
共
交
通
を
見
直
す
動
き
が
出
て
い
る
の

は
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
富
山
市
の
公
共
交
通
活
性
化
施
策
は
、

［車がなくても暮らしやすいコンパクトなまちづくり］
富山市のまちづくり政策と富山地方鉄道
特集

宇奈月温泉

愛本

黒部峡谷鉄道

池尻

東蔵

八尾鏡町

八尾高校

牛岳温泉健康
センター

電鉄黒部

電鉄魚津

中滑川

上市

岩峅寺

笹津線 昭和50（1975）年廃止笹津線 昭和50（1975）年廃止

射水線 昭和55（1980）年廃止射水線 昭和55（1980）年廃止

不二越線不二越線

本線
（電鉄富山～宇奈月温泉）
本線
（電鉄富山～宇奈月温泉）

鉄道線
有
峰
口

立
山 大

観
峰
黒
部
平

黒
部
湖

黒
部
ダ
ム

寺田

稲荷町

電鉄富山電鉄富山

南富山

大学前 欅平

新湊
車庫前

高岡駅前

富山湾

市内電車線
富山ライトレール
バス路線

■富山地方鉄道 鉄道・市内電車・バス路線図
（平成20年8月現在）
■富山地方鉄道 鉄道・市内電車・バス路線図
（平成20年8月現在）

上市

岩峅寺岩峅寺

不二越線不二越線不二越線不二越線不二越線不二越線不二越線不二越線不二越線不二越線不二越線

寺田

稲荷町稲荷町稲荷町稲荷町

電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山電鉄富山

大学前 南北接続構想

丸の内
延伸
区間

軌
道
線

富山ライトレール
（旧JR富山港線）

西町
昭和48（1973）年廃止
西部線

昭和 59（1984）年廃止

昭和47（1972）年
廃止

中教院前

不二越駅前

南富山駅

地鉄ビル前
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持
っ
て
い
る
。
当
時
、
地
鉄
は
終
点
の
岩
瀬

浜
駅
か
ら
滑
川
ま
で
海
岸
部
を
走
る
10
・
４

㎞
の
海
岸
線
を
施
設
す
る
計
画
を
持
っ
て

お
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
戦
後
、
国
鉄
に

対
し
何
度
か
返
還
を
請
願
し
た
が
か
な
わ
な

か
っ
た
と
い
う
。
海
岸
線
計
画
も
、
昭
和
30

年
代
の
後
半
に
諦
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
富
山
港
線
を
走
る
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
の
運
転
席
に
は
今
、
地
鉄
の
運
転
士
が

座
っ
て
い
る
。
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
運
営

す
る
第
３
セ
ク
タ
ー
「
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

株
式
会
社
」
の
職
員
の
80
％
（
24
人
）
は
、

地
鉄
か
ら
の
出
向
だ
。

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
概
要
を
ま
と
め
て

み
よ
う
。
路
線
は
富
山
駅
北
口
か
ら
道
路
敷

内
に
１
・
１
㎞
の
軌
道
を
新
設
。
旧
富
山
港

線
の
線
路
を
走
る
全
７
・
６
㎞
で
、
６
０
０

ｍ
間
隔
で
13
駅
が
置
か
れ
て
い
る
。

低
床
車
両
の
導
入
、
運
行
本
数
は
往
復

１
３
２
本
で
Ｊ
Ｒ
時
代
の
約
３
・
５
倍
に
増

便
、始
発
を
早
く
終
電
を
遅
く
し
、Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
導
入
、
電
停
・
車
両
・
乗
車
券
に
至
る

ま
で
路
線
全
体
で
快
適
性
や
地
域
性
を
基
本

に
統
一
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
実
施―

―

Ｊ
Ｒ
時

代
と
比
較
す
る
と
、
格
段
に
利
便
性
が
ア
ッ

プ
し
、
乗
り
心
地
も
申
し
分
な
い
。

マ
イ
カ
ー
王
国
・
富
山
で
、
富
山
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
は
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
開

業
前
と
比
較
し
て
乗
客
数
は
平
日
で
２
・
２

倍
（
４
９
８
８
人
）、
休
日
は
５
・
５
倍

（
５
５
７
６
人
）
と
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。

ち
な
み
に
、
開
業
初
日
は
1
時
間
待
ち
の

乗
車
だ
っ
た
。
初
日
効
果
と
は
い
え
、
住
民

に
と
っ
て
「
乗
り
た
い
」
気
持
ち
を
喚
起
す

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
違
い
は
な
い
。

　公
共
交
通
の
活
性
化
を
基
本
に

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
に
続
い
て
、
現
在
、

進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
「
市
内
電
車
環
状
線

化
事
業
」
だ
。

先
に
あ
る
よ
う
に
、
地
鉄
の
軌
道
線
は
、

昭
和
40
年
代
以
降
、
路
線
を
縮
小
し
た
歴
史

を
持
っ
て
い
る
。
公
共
交
通
が
市
民
の
足
で

あ
り
元
気
だ
っ
た
頃
、地
鉄
の
市
内
電
車
は
、

中
心
市
街
地
を
環
状
運
転
し
て
い
た
。
現
在

の
西
町
電
停
と
丸
の
内
電
停
を
結
ぶ
西
部
線

は
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
っ
て
昭
和
48
年
に

廃
止
さ
れ
、
市
内
電
車
の
中
心
部
は
今
日
の

よ
う
な
深
い
コ
の
字
型
の
路
線
網
に
な
っ
た
。

「
市
内
電
車
環
状
線
化
事
業
」
は
、
こ
の

環
状
運
転
を
復
活
さ
せ
、
中
心
市
街
地
に
お

け
る
市
内
電
車
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
ま
ち
の
回
遊
性
を
高
め
、
賑
わ
い
を
創

出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

約
９
４
０
ｍ
軌
道
を
延
伸
し
、
延
伸
区
間

に
は
電
停
を
3
つ
新
設
。
反
時
計
回
り
の
片

方
向
循
環
運
行
で
、
１
周
を
約
20
分
で
走
行

す
る
。
環
状
線
は
10
〜
15
分
間
隔
の
運
行
だ

が
、
他
線
と
重
複
す
る
区
域
は
３
〜
５
分
に

1
本
の
運
行
頻
度
に
な
る
と
い
う
。

延
伸
ル
ー
ト
は
、
か
つ
て
の
走
行
ル
ー
ト

よ
り
一
回
り
中
心
市
街
地
寄
り
の
国
際
会
議

場
や
市
民
プ
ラ
ザ
な
ど
富
山
市
を
代
表
す
る

交
流
施
設
が
並
ぶ
大
手
町
ル
ー
ト
。
国
の
軌

道
運
送
高
度
化
事
業
の
認
定
に
よ
り
軌
道
事

業
で
は
初
め
て
上
下
分
離
を
導
入
、
富
山
市

当
社
の
鉄
軌
道
の
体
力
強
化
に
つ
な
が
る
策

で
も
あ
る
。
収
支
を
念
頭
に
入
れ
な
が
ら
で

は
あ
る
が
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」

市
で
は
公
共
交
通
活
性
化
の
基
本
方
針
と

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
必
要
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
コ
ス
ト
を
負
担
し
、

公
共
交
通
を
活
性
化
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

「
ど
こ
の
行
政
で
も
、
こ
れ
ま
で
公
共
交
通

は
民
間
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
と
い
う
位

置
づ
け
で
、
積
極
的
に
関
与
し
て
こ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
富
山
市
は
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
な
も
の
は
行
政
が
大
き
く
関
与
し
て
い
く
」

（
富
山
市
都
市
整
備
部 

交
通
政
策
課 

高
森

長
仁
課
長
）

30
年
後
の
将
来
を
見
据
え
て
「
公
共
交
通

の
活
性
化
と
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
体
的

に
行
う
」
富
山
市
の
構
想
は
、
都
市
の
再
構

築
だ
け
で
は
な
く
、
地
鉄
に
と
っ
て
も
地
域

の
公
共
交
通
と
し
て
の
機
能
再
生
の
好
機
と

な
っ
て
い
る
。

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
支
え
る
地
鉄

富
山
市
の
「
富
山
市
公
共
交
通
活
性
化
計

画
」
が
描
く
将
来
構
想
は
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
形
成
だ
。

そ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、今
や
富
山
市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
を
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化

し
た
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
だ
。

Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
（
富
山

－

岩
瀬
浜
）
は
、

も
と
も
と
は
富
岩
線
と
呼
ば
れ
た
地
鉄
の
路

線
で
、
戦
時
下
に
国
有
化
さ
れ
た
歴
史
を

富山市のLRTネットワーク構想図

大学前大学前

蓮町蓮町

富山ライトレール富山ライトレール

南北鉄軌道軸の連結南北鉄軌道軸の連結

市内電車環状線化事業市内電車環状線化事業

市内電車の上滝線への
乗り入れ
市内電車の上滝線への
乗り入れ

岩瀬浜岩瀬浜

南富山南富山

富山富山

上滝線上滝線

市内軌道線
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が
軌
道
を
整
備
し
、
地
鉄
が
運
行
す
る
。

「
来
年
12
月
の
開
業
予
定
で
工
事
が
進
ん

で
い
る
。
車
両
も
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
と

同
型
の
低
床
車
両
が
3
編
成
導
入
さ
れ
る
予

定
。
市
内
電
車
が
か
つ
て
の
よ
う
な
元
気
を

取
り
戻
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」（
稲
田
経

営
企
画
部
長
）

新
幹
線
と
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
ま
ち
・
富
山
に　

「
市
内
電
車
環
状
線
化
事
業
」
の
次
に
計

画
さ
れ
て
い
る
の
が
「
南
北
鉄
軌
道
軸
の
連

結
」
だ
。
連
続
立
体
交
差
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
富
山
駅
に
は
、
高
架
下
に
交
通
広
場

や
多
目
的
広
場
に
プ
ラ
ス
し
て
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の

電
停
が
組
み
込
ま
れ
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

新
幹
線
の
駅
の
下
に
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
電
停
が
あ

る
と
い
う
め
ず
ら
し
い
形
だ
。
例
え
ば
高
架

下
を
通
り
抜
け
た
車
両
が
、
南
側
の
地
鉄
に

乗
り
入
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
新
幹
線
を
降
り
て
、
市
街
を
走
る
Ｌ
Ｒ

Ｔ
に
乗
り
換
え
る
。
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ

を
楽
し
む
よ
う
な
、
そ
ん
な
楽
し
さ
を
、
富

山
を
訪
ね
た
観
光
客
に
提
案
し
て
い
き
た
い
」

（
稲
田
経
営
企
画
部
長
）

６
年
後
の
新
幹
線
開
業
の
後
に
実
現
す
る

「
南
北
鉄
軌
道
軸
の
連
結
」
を
待
ち
望
む
。

富
山
市
で
は
、
さ
ら
に
鉄
道
の
南
富
山
駅

か
ら
上
滝
線
に
乗
り
入
れ
、
岩
峅
寺
駅
ま
で

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
運
行
す
る
プ
ラ
ン
も

検
討
中
だ
。
こ
れ
が
実
現
す
る
と
、
岩
瀬
浜

か
ら
岩
峅
寺
ま
で
、
日
本
最
長
の
約
26
㎞
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
誕
生
す
る
。

「
上
滝
線
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
に
つ
い
て
は
、
い

く
つ
か
課
題
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
実

現
で
き
れ
ば
、
富
山
が
ま
さ
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
ま

ち
に
な
る
」（
稲
田
経
営
企
画
部
長
）

　利
用
者
に
と
っ
て
の
使
い
や
す
さ
を
追
求

最
後
に
地
鉄
独
自
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
い
。
市
民
に
と
っ
て
の
利
便
性
向
上
を
目

指
し
「
活
性
化
事
業
」
と
い
う
大
き
な
外
科

手
術
を
行
っ
て
い
る
の
が
富
山
市
だ
と
す
れ

ば
、
地
鉄
は
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
的
な
細
や
か

な
手
当
て
で
使
い
や
す
さ
を
追
求
し
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
乗
車

券
の
企
画
だ
。
学
生
を
対
象
に
し
た
「
学

期
定
期
」
は
、
月
単
位
で
は
な
く
1
〜
３
学

期
の
学
期
単
位
で
購
入
で
き
る
定
期
券
。
鉄

道
・
市
電
全
線
フ
リ
ー
の
「
学
生
フ
リ
ー
定

期
」
は
、
通
学
だ
け
で
は
な
く
塾
や
習
い
事

な
ど
に
も
使
え
る
と
人
気
が
高
い
。
い
ず
れ

も
従
来
の
通
学
定
期
よ
り
割
引
率
が
高
く
設

定
さ
れ
て
い
る
。「
電
車
全
線
フ
リ
ー
定
期
」

「
市
電
・
バ
ス
全
線
フ
リ
ー
定
期
」、
63
歳
以

上
が
対
象
の
「
ゴ
ー
ル
ド
パ
ス
」
な
ど
、
一

般
を
対
象
に
し
た
お
得
な
定
期
券
も
目
を
引

く
。
沿
線
の
観
光
施
設
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

企
画
乗
車
券
も
種
類
が
豊
富
だ
。

地
鉄
の
市
内
電
車
と
バ
ス
、
富
山
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
が
乗
り
放
題
に
な
る
「
１
日
フ
リ
ー

き
っ
ぷ
」（
２
種
類
）
は
富
山
市
内
観
光
に
欠

か
せ
な
い
。

「
利
用
客
に
と
っ
て
使
い
勝
手
が
い
い
か

ど
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
選
べ
る
よ
う
に
、
お
得
で

魅
力
あ
る
商
品
を
揃
え
て
い
き
た
い
」
と
辻

川
取
締
役
営
業
部
長
は
抱
負
を
語
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ハ
ー
ド
の
部
分
で
の
手
当
て

も
必
要
だ
。
軌
道
線
に
つ
い
て
は
「
市
内
電

車
環
状
線
化
事
業
」
に
伴
っ
て
既
設
部
分
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
富
山
大
橋
を

架
け
替
え
、
安
野
屋
か
ら
大
学
前
ま
で
の
単

線
1
・
2
㎞
を
複
線
化
す
る
予
定
で
、
こ
の

事
業
が
完
了
す
れ
ば
市
内
電
車
の
在
来
線
は

す
べ
て
複
線
に
な
る
。
停
留
所
に
つ
い
て
も
、

「
防
雨
、
防
雪
対
策
と
し
て
屋
根
付
き
の
停

留
所
を
整
備
」（
辻
川
取
締
役
営
業
部
長
）
す

る
な
ど
し
て
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
老
朽
化
し
た
車
両
や
駅
舎
の
更

新
も
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し

て
捉
え
て
い
る
。

「
た
だ
、
現
時
点
で
は
体
力
を
つ
け
る
こ
と

が
先
決
。
行
政
と
連
携
し
、
公
共
交
通
事
業

者
の
体
力
を
つ
け
る
よ
う
な
制
度
の
適
用
、

補
助
金
を
受
け
つ
つ
、
使
命
を
果
た
し
て
い

き
た
い
」（
稲
田
経
営
企
画
部
長
）

「
一
県
一
市
街
化
」
理
念
の
下
、
富
山
の

人
々
に
「
ち
て
つ
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て

い
る
富
山
地
方
鉄
道
は
、
地
域
公
共
交
通
事

業
者
の
使
命
と
責
任
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

く
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。
地
域
へ
の
貢
献
に

向
か
っ
て
、
走
り
続
け
る
。

［車がなくても暮らしやすいコンパクトなまちづくり］
富山市のまちづくり政策と富山地方鉄道
特集

富山大橋を走る市内電車。新しい橋では複線化になる。

市内電車はまちの風景でもある。 富山市の新しいシンボル、富山ライトレール。


